
●両校の教育課程の中に「共同の学び」を位置づけ、学習の形態を４つのタイプに分けて実施します。

　　     タイプA：すべての生徒が年間を通して交流及び共同学習を行う形態

 

　　    タイプB：特別支援学校の生徒が高等学校の教科・科目を希望して学ぶ形態

 

　　    タイプC：高等学校の生徒が特別支援学校の教科等を希望して学ぶ形態

 

　　    タイプD：近隣の高等学校と連携し、その学校の施設・設備を利用して、両校の希望する生徒が学ぶ形態

実施方法
両校の授業担当者のチームティーチングで実施する。
両校生徒の実態を踏まえて、各科目の中で実施可能な内容につ
いて共に学ぶ。

高等学校の必履修科目 全
員
が
学
ぶ

特別支援学校の教科
音楽Ⅰ 音　楽
美術Ⅰ 美　術
情報Ａ 情　報
体　育 体　育

対象生徒 両校の1年生（1年次生）
実施年度 平成24年度から実施

実施方法
両校の授業担当者のチームティーチングで実施する。
各科目のすべてまたは一部の授業を共に学ぶ。

高等学校の選択科目例 特別支援学校の教科
国語総合 国 語
コミュニケーション 数 学
英語Ⅰ 外 国 語

家 庭

対象生徒 両校の1年生（1年次生）以上
実施年度 平成25年度から実施

対象生徒 両校の２年生（２年次生）以上

高等学校の選択科目例 特別支援学校の教科・活動

人間関係 自立活動
体験活動 現場実習

実施年度 平成26年度から実施

実施方法 両校の授業担当者のチームティーチングで実施する。

教科科目 工業・福祉等の職業教育に関する科目

対象生徒 両校の２年生（２年次生）以上

実施年度
平成26年度からの本格的な実施に向け、平成24・25年度は具体
的な実施方法の検討や試行を行う。

実施方法
近隣の高等学校の授業担当者と両校の授業担当者のチーム
ティーチングで実施する。

「共同の学び」での交流及び共同学習   平成24年度から順次実施
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